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株式会社日立アカデミー

事前課題 「PESTLEカードの作成」

(イノベーションプロセスを強化するシナリオプランニング
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事前課題の概要
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•ワークショップを進めるにあたり、受講者の皆様には事前課題として、

上記テーマに関連する「未来の変化要因」について、デスクトップ

リサーチを行っていただきます。

•調査内容は、以降ページの作成要領を参考に「PESTLEカード」に

まとめてください。

•研修当日に有益な議論が行えるよう、各自にてご準備をよろしく

お願いいたします。

•ご自身の業務上の関心やバックグラウンドから、テーマに対する視点を

提供いただけると、他の受講者にとっても有益な情報提供となります。
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事前課題の提出方法・提出期限
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<提出先>

•宛先 ：ビジネス研修事務局(hiac.bkensyu.bw@hitachi.com)

•フォーマット ：02_事前課題_PESTLEカード_氏名(フルネーム).pptx

<提出締切>

•研修開始日の【5営業日前17：00まで】

<注意事項>

•研修当日は、提出いただいたpptxファイルをオンライン接続する

デバイス(PC、スマホなど)で閲覧できるようにしておいてください。
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研修テーマ：2030年の日本のまちづくり(1/2)
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2030年には、日本の人口は約1億1662万人と推計されており、20年前の2010年
と比べて1000万人以上の減少となっています。2030年の65歳以上の人口は約
3685万人、高齢化率（65歳以上の人口の割合）31.6％となっています。

一方、15〜64歳の生産年齢は約6773万人（全体の割合では58.1％）となっており、
2010年と比べると約1400万人の減少となっています（※1）。

そのような中、国連の人口部の推計によると、東京は2030年に最も巨大な都市
だと推計されています（※2）。つまり、2030年の日本は、国全体として見れば人口
減少には歯止めがかからない一方で、東京という世界最大の都市を抱える国に
なっていると予想されています。

本研修では、このような状態になっていることが予想されている日本をベースとし
て、「2030年の日本のまちづくり」をテーマに、ワークショップ形式で想定される未
来の可能性を複数描き、その結果をご自身のビジネスへつなげていく方法を考え
ていきます。

※1: Population Projection for Japan ( http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/newest04/con2h.html )
※2: In Urbanization Update, U.N. Sees Tokyo Atop Megacities List Until 2030 - The New York Times

(http://dotearth.blogs.nytimes.com/2014/07/10/in-u-n-population-update-tokyo-still-tops-list-of-megacities )
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研修テーマ：2030年の日本のまちづくり(2/2)
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2030年の未来を考える際の重要な情報となるのが外部環境要因です。
今回は「PESTLE」という枠組みを元にして重要な外部環境要因を考えていきます。

PESTLEというのは、政治・経済・社会・技術・法規制・環境のそれぞれの英単語の
頭文字を取ったもので、外部環境要因を網羅的に考えるための視点です。

政治を考える際には、政策や消費税などの税制の変化が重要になってくるかもし
れません。経済では、景気や物価など、経済に影響を与える要素や、企業活動に
注意を払います。社会は、先ほど見た人口動態の他、人の価値観や教育に関する
部分が気になるところでしょう。技術は、現在注目されている技術の変遷を中心に、
新たな技術の登場にも目を向けます。
法規制については、現在の企業活動や生活を覆すような大きな法制度の変更の
可能性を検討してみましょう。そして環境については、エネルギー源となる資源の
利用や、私たちを取り巻く環境の保全が重要な要因になっているかもしれません。

今回の研修では、このような観点から変化の可能性を見極め、シナリオとして
描き、アクションにつなげていくプロセスを体験を通じて理解していただきます。
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PESTLEカードの作成要領：①PESTLEカードの見方
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影響などの考察

データ/事例の要点

カード種別
Ｐ/Ｅ/Ｓ/Ｔ/Ｌ/Ｅｎのいずれかを記入

時期（年）
影響が顕著になる時期を記入

記入者
ワークショップを円滑にすすめるため
に、所属・名前を記入

参照元
出典元の情報に応じて、資料名、
ＵＲＬ、発行元、作成年等を記入

データ/事例の要点
事実情報の要点を箇条書きでまと
める。図版（写真イメージ、グラフ、
図解等）を必ず１点配置

影響などの考察
カード作成者が、テーマに対する
影響として考察した内容を記入

カードタイトル
新聞・雑誌の見出しのように、十数
文字程度で、内容を端的に表現
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PESTLEカードの作成要領：②PESTLEカードの記入手順
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2） 「データ/事例の要点」欄に要領①の調査結果を記入

・参照した統計データや事例記事の概要を記載

・文章は要約して、箇条書きで記述

・グラフや図、写真などのイメージを必ず貼付

1） 「参照元」に資料引用元を記入
・できるだけ詳細にURL、資料ページも記載してください

3） 「影響などの考察」欄に要領②の考察内容を記入

4） 伝えたいことが一目で分かる「タイトル」付け

・「誰がどうなる」「何がどうなる」を端的に動詞形で表記

･「二極化する」「多様化する」「格差が広がる」は禁止です。

⇒極端でも、影響・変化の具体がわかるよう記載ください。

5） 右上に「カード種別」と「時期（年）」を記入

・ P/E/S/T/L/Enの区分は、ご自身の解釈で構いません

・時期が特定しづらい場合も、目安でいいので必ず記入

6） 右下「記入者」欄に、部署名・名前を記入

２）

１）

３）

４）

５）

６）

■ 記入順

個人情報について

カードに記載された「部署名・名前」は、本研修の

指導上のみ使用し、別利用は一切致しません。

将来の方向に関する自分の考え

参照データ/事例の要約

<参考> PESTLEカードは、下から順番に記入していくと書きやすいです。

【注意】PESTLEカードは、ワークショップの短い時間で共有
できるよう、できるだけ文字量は抑えるようにしてください。
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「テーマ：2030年の日本のまちづくり」に関する調査を進める際は、下記 「P・E・S・T・L・En」の６つの
観点を手掛かりに、現在から2030年+αの時間軸にかけて、テーマに影響を及ぼしそうな事実情報
（統計データ/事例記事等)を調査してください。(※注：「日本」をテーマとしていますが、影響しそうな海外動向を調べ
るのはもちろん重要です)

Politics 政策、税制、業界団体の動向など

Economics 景気、物価、成長率、金利・為替・株価など

Society 世論・流行、人口動態、教育水準など

Technology 技術開発・投資動向、イノベーション、特許など

PESTLEカードの作成要領：③関連する事実情報の調査

日本のモノづくり
の動向

（2016～2030＋α）

Politics

Technology

Legal 法規制、法令順守、判例など

Environment 資源利用、環境保全、環境意識など

※左記分類はあくまで参考です。
自分の考察の観点にもっとも合う
ものを任意で選んで構いません
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PESTLEカードの作成要領：③関連する事実情報の調査
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「テーマ：2030年の日本のまちづくり」に関する調査を進める際は、下記 「P・E・S・T・L・En」の６つの
観点を手掛かりに、現在から2030年+αの時間軸にかけて、テーマに影響を及ぼしそうな事実情報
（統計データ/事例記事等)を調査してください。(※注：「日本」をテーマとしていますが、影響しそうな海外動向を調べ
るのはもちろん重要です)

トレンド
統計やロードマップ等

からみられる
変化の傾向

イベント
先進事例や革新的出来事等

からみられる
新たな変化の予兆

[Point]
過去からの傾向の変化を示す「トレンド」情報から、
新たな変化を招く「イベント」情報まで、バランスよく関連情報を集めてください



© Hitachi Academy Co., Ltd. 2016,2022. All rights reserved.

PESTLEカードの作成要領：③関連する事実情報の調査
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三次情報

二次情報

一次情報

説明 情報源 留意点

• 一次、二次情報を引
用・加工した情報

• 玉石混交、たくさんの
情報が存在

• Wikipedia、まとめサイト
• SNS、ブログ

○ 解説付きで理解しやすく、光る切り口が見つ
かることもある。

▲ デマ、誤解、曲解も多数。

⇒調査の手掛かりに活用するのはＯＫ。ただ
し、記載の出典元を確認することが大事

• 他人が何らかの目的を
もって調査・編集した情
報

• 調査者・編集者の身元
が明確

• 新聞・雑誌記事、調査レ
ポート、シンクタンクレポート、
業界団体資料、官公庁統計
等（＝1.5次情報）

• 民間団体/企業のデータ集、
資料集、情報サイト

○ 公的情報もウェブ上で公開多数。

▲ 専門的な情報ほど、｢読み解き｣｢分析｣のス
キルも必要になる

⇒政府統計＞業界団体＞民間調査 の順に信
頼性・納得性が高い情報源から、根拠デー
タとして抑えていくことが基本

• 自らが見聞き・経験した
ものをまとめた情報

• 消費者/有識者からの生ヒ
アリング・独自調査、試験/
実験データ

○ 自分で生データから分析したもののため、合
目的性が高い

▲ 作成するのに時間とコストが必要

（⇒一般的に、実ビジネスでの調査では最も
収集・作成を重視すべきもの。今回の事前
調査ではここまでは不要）

<参考>： 情報は、情報そのもの以上に、見方・選び方が重要です
ご普段の業務での業界調査などでも、各種検索結果から情報を選ぶ際は、情報源（＝情報の身元）
に目を向け、情報のウラに隠れた意図や背景までを見極める癖を付けることが重要です

- その情報は、いつ/誰に/どこで/どんなやり方で 作成されたものか？
- その情報は、誰に向けて/どんな目的で 発信しているものか？

「よく見るから」「なんとなく」ではなく、ご自身の調査目的に適った情報かどうか確認することが大事です

情報の種類
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PESTLEカードの作成要領：④事実情報に基づく影響の考察
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■ 「労働環境の未来」というテーマで作成したカードでの例

[影響などの考察]欄では、事実データ/事例が「テーマにどういう影響を与えそうか」「誰に、どんな変化
を起こしそうか」、自分自身の主観的な推測・見解を盛り込んで考察し、内容をまとめてください。
注）素のデータ/事例を単に説明するのではなく、そのデータ/事例から「こういうことがもし当たり前に
なってくると、きっとこんなことも起こるようになるのでは？」と連想を拡げていくことがポイントです。

考察例：

【データ】女性の管理職増加

【考察】家事の男女平等化が進む

【考察をさらに展開】
夫が妻に合わせる時代が来るのでは？

将来の方向に対する自分の考え

参照データ/事例の要約

[データ/事例の要点]欄には、
調査した事実データの要点を客観的にまとめる

事実データから考察

見出しタイトル化
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PESTLEカードの作成要領：⑤その他
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1） 一人ひとりがカードを作成することで、テー

マに対する理解が深まり、ワークショップで

の議論や発想が活発化します。お忙しいな

かでの課題の取り組みになることと存じま

すが、時間をとって事前調査にお取組みく

ださい

2） 参照する情報・データは、“王道的”な統

計・数値に限らず、ご自身の独自の観点

から、予兆を感じさせる出来事・ニュース等

を選定することを心掛けください。様々な

観点をお互いに持ち寄ることが、ワーク

ショップでの議論を豊かにします。

■ テンプレート （A4に4枚。別ファイルを参照）

■ 出来事を元に作成したカード例
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PESTLEカードサンプル

アウトプットイメージ
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【ご紹介】 将来像の構想のための参考資料等
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将来洞察
系の参考
図書

• 戦略思考のフレームワーク―未来を洞察する「メタ思考」入門、西村行功

→本研修の手法とは色々異なりますが、“シナリオ・シンキング”というキーワードで、未来を洞

察するための考え方や手法が平易にまとめてあります。

• 2052 今後40年のグローバル予測、ヨルゲン・ランダース など

→「20XX年の○○」等、未来予測系の本がビジネス書で増えてきています。ベストセラーやご

自身の事業領域をカバーしたテーマの書籍を探してみるとよいでしょう。新聞・雑誌・ネットの書

評なども参考になります。

Webツール
ほか

• Googleアラート： https://www.google.co.jp/alerts

将来像の構想には、地道に新聞・雑誌等での定点観測することも重要ですが、手軽な情報収集

ツールを探して、活用するのも便利です。例えば上記のツールでは、自身の関心テーマを登録

しておくと、ウェブ上の新着コンテンツを定期的に配信してくれます。十数個くらい登録しておくと、

便利です。

• 経済レポート専門ニュース： http://www3.keizaireport.com/

インターネット上で無料公開されている、業界団体、シンクタンク系の経済関係のレポートを紹

介する情報提供サイトの一例です。情報提供系サイトは、メールマガジン配信やSNS活用してい

るところが多いので、うまく情報収集を自動化するとよいでしょう。

• 東京未来シナリオ2035： http://mori-m-foundation.or.jp/ius/tokyo2035/index.shtml

森記念財団都市整備研究所では、東京の未来を動画としているので参考にしてください。

本研修に限らず、ご自身の業務で将来像の構想にご活用いただける参考資料を以降にまとめました。
ご参照・ご活用ください。

https://www.google.co.jp/alerts
http://www3.keizaireport.com/
http://www3.keizaireport.com/
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「25のきざし」

http://www.hitachi.co.jp/rd/design/25future/index.html

【ご紹介】 ２５のきざし
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生活者の立場から、様々なテーマを切り口に、未来の人の価
値観や課題について洞察したコンテンツ集です。将来を考察
するヒントとして、普段の業務でもご活用ください。
注） きざし自体を本事前課題で「参照元」にするのはNGとし
ます。将来変化を捉える切り口・ヒントとして参照ください。
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博報堂生活総研 未来年表

http://seikatsusoken.jp/futuretimeline/

【ご紹介】 未来年表（博報堂）
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左図は「製造業」で検索した例。
様々なキーワードを入れることで、
将来にまつわるニューストピックを
出典付きで見ることができます。
注） こちらもトピックを拾う目的で活用し、
必ず出典をあたるようにしましょう。




